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院
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員
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外
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関
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係
者
の
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島
入
域
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
外
国
報
道
機
関
関
係
者
の
竹
島
入
域
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
外
国
報
道
機
関
関
係
者
が
大
韓
民
国
の
出
入
国
手
続
に
従
っ
て
、
同
国
が
不
法
占
拠
を
続
け
て
い
る
竹

島
に
入
域
す
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
、
正
確
な
人
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

外
務
省
と
し
て
は
、
外
国
報
道
機
関
関
係
者
が
大
韓
民
国
の
出
入
国
手
続
に
従
っ
て
、
同
国
が
不
法
占
拠
を
続
け
て
い
る

竹
島
に
入
域
し
て
行
っ
た
取
材
に
基
づ
く
と
判
断
さ
れ
る
報
道
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
当
該
外
国
報
道
機
関
関
係
者
等
に

対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
取
材
方
法
は
、
竹
島
の
領
有
権
に
関
す
る
我
が
国
政
府
の
立
場
と
は
相
容
れ
な
い
遺
憾
な
も
の
で
あ

り
、
今
後
、
同
様
の
方
法
に
よ
る
取
材
を
行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
申
し
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。


